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《 業 種 別 総 括 》 

                             23年 9月 

 

〔漁業〕 

・ ９月の総水揚げは、さんま漁、昆布出荷量等が前年を上回ったが、主力の秋鮭定置網漁の

大幅な不漁が響き総漁獲量、漁獲高ともに前年を大きく下回った。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 軽種馬生産業は、「サマーセール」（日高軽種馬農協主催）が９月５日から５日間の日程で、新ひだ

か町北海道市場で開催された。取引の結果は市場関係者の予想以上の結果となったが、庭先での取引

は依然として低調が続いている。 

・ 水稲の収穫作業は平年より早い。日高管内の作況指数は106の「良」で豊作を予想している。牧草は天

候が悪く２番草の収穫作業に大幅な遅れが出ている。 

・ 花卉は累計出荷数は前年比で4％減少、出荷額は4％上回った。 

・ 畜産関係の黒毛和牛は、三石・えりも両地区総体の出荷状況は、頭数、金額で前年をやや上回った。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～えりも地区）は、前年比件数で１件、金額で89百万円上回った。 

・ 管内における国･道･町発注公共工事の総請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は2,212

百万円で前年を18.9%下回った。累計でも12,081百万円で同2,055百万円の減少(△14.5%)となっている。 

・ 建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、当月受付件数、累計件数とも前年を下回った。 

〔小売業〕 

・ 一般小売店は、悪天候続きの影響で客足の減少が売上を減少させた。スーパーでも全体的には低調

に推移した。コンビニの中には、地域間、店舖間格差あるが営業時間の縮小を予定している店も出て

いている。前年比微減～前年並みの推移。 

・ 衣料品は、秋物中心の動き。顧客の高齢化による購買力の低下、格安量販店への流

失みられ、地元店は苦戦が続いている。 

・ 家電製品は､薄型テレビが地上デジタル放送への移行に伴い急速に売上を減少させた。

この影響により家電製品全体の動きも鈍化。暖房器具は前年並みの動きとなってい

る。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は192台。前年を上回る登録台数がみられた。 

〔雇用〕 

・ 月間有効求人倍率は、浦河地区、全道ともに前月比改善の動きが見られる。全道の有効求

人倍率は20か月連続で前年同月を上回る。 

 

〔総括〕 

漁業では漁獲量、漁獲高ともに前年を大幅に下回った。建設業では、国･道･町発注公

共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前年同月を再び下回

った。このような中で有効求人倍率に緩やかな持ち直しの動きが見られ、新車登録台

数は１年振りに前年を上回るなど回復の兆しが見られたが、全般的にはなお個人消費

の回復に遅れが見られ、9月の地区内経済概況は、景気の低迷感が継続している。 

 



２ 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛かに漁等。 

総漁獲量8,166ｔ・金額2,734百万円(前年同月比2,918ｔ減・380百万円減)。 
  

 
定置網漁…………    1,941ｔ・ 902百万円 (前年同月比 2,285ｔ減・572百万円減） 

底曳き網漁……… 4,102ｔ・ 313百万円 (  同     314ｔ減・ 28百万円増） 

かれい漁…………   24ｔ・   9百万円 (  同      17ｔ減・  3百万円減） 

たこ漁……………    99ｔ・  54百万円 (  同      54ｔ減・  7 百万円減) 

つぶ漁……………   194ｔ・ 182百万円 (  同      22ｔ増・ 57 百万円増) 

いか漁……………   408ｔ・ 102百万円 (  同     476ｔ減・119 百万円減) 

たらすけそ漁……    25ｔ・   5百万円 (  同      15ｔ減・  増減なし ） 

さんま漁…………   564ｔ・  75百万円 (  同     149ｔ増・  8 百万円増) 

ほっけ漁…………    18ｔ・   3百万円 (  同       3ｔ増・  1 百万円増) 

昆布………………   624ｔ・1025百万円 (  同      40ｔ増・232 百万円増) 

   

・ 水揚げは、定置網漁、底曳き網漁、いか漁で前年比大幅な減少となった。かれい

漁、たこ漁も同比減少。つぶ漁、さんま漁等は前年を漁獲量、金額とも上回った。

高値の昆布は出荷量の増加に伴い金額も大幅に前年を上回った。しかし、主力の

秋鮭定置漁は日高管内の過去５年の漁獲量の平均比37％台、漁獲金額の平均比

49％台に留まり、総水揚げ、総金額とも著しい減少となった。 

 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ 1 歳馬の競り市「サマーセール」（日高軽種馬農協主催）は、９月５日から５間の

日程で、新ひだか町北海道市場で開催された。上場頭数 1,209頭。売却頭数 519頭、金

額は、20 億 2,723 万円。売却率 42.93%。取引平均額 390 万円で前年を 23 万円下回

る。 

 

＊〔農 業〕 

・ 水稲は、収穫作業は降雨により一時停滞するも、平年より早い。牧草は、悪天候

の影響で２番草の収穫が大幅に遅れている。 

・ 花卉の出荷量は 1,161千本(前年 1,217千本)、出荷金額 9,247万円(同 9,544万円)。 

1 本当たり平均価格は 80 円（同 78 円）、累計出荷量は 244 千本減少し、金額は

1,722万円増加している。 

  

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数94頭(前年78頭)、金額5,123万円(同4,648万円)

価格は仔牛が 36万円(前年 42万円)、肥育牛が 89万円(同 84万円)で取引された。

えりも地区では 10ケ月素牛が出荷頭数 51頭(前年 55頭)、金額は1,879万(同 2,252

万円)。価格は牡が 39万円(前年 44万円)、牝が 34万円(同 36万円)で取引された。 

原発風評で和牛価格下落している。 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～えりも地区）工事は件数 48件(前年同月 47件)・金額 550百万 

  円(同 461百万円)。 

・ 管内の、国･道･町発注公共工事の総請負金額 2,212百万円(北海道建設業信用保証 

  ㈱の保証請負金額)は前年同月を 514百万円(△18.9％)下回った。 

   

＊〔土木業〕 

 護岸復旧工事等継続工事にて稼働中。今後も工事発注の減少傾向は続くと予想。 

 

＊〔建設業〕 

・ 地区外ハウスメーカーの稼働が増加傾向。地区内業者の稼動は総じて低位推移。 

 

＊〔建築確認申請〕 

・ 建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は当月 11件（前年同月 14件）、累計(4-9

 月）85件（同 78件）。 



４ 

 

 

＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷は総数量が 599ｔ(前年 538ｔ)で前年比 11％の増加、総金額では

9,467千円（前年実績 8,651千円）同 9％の増加。 

  東日本大震災による需要の増加が見込まれる。 

＊〔製 材〕 

・ 稼動の中心は魚箱の生産。 

  コンパネ等一部製品に高値取引が見られるが、総じて前年並みの価格での取引とな 
  っている。 
 
 
 
 
 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷状況は、道内産が主流。ピーマン、ニンジン、トマトの入荷は順調。そ

の他は入荷が少ない。果物類は本州産の入荷が中心。道内産ではプルーンが入荷の

中心。総じて価格は例年に比べ高値の取引。 

 

＊〔小売業〕 

・ 一般小売店は、大型店、コンビニへの消費の流失に加え悪天候が続き売上は低調。ス

ーパーでも前年比微減の売上で低調な業況であった。コンビニの中には、営業時間の短縮

を予定している店も出ている。売上は前年比微減から同程度とやや低調。 

・ 衣料品は、秋物が中心の品揃え。地元小売店では大型店、格安量販店へ顧客が流れ

不振。 

・  家電製品は､一部地区でエコ商品に売れ筋が見られたが地デジ対応時のような様相にはない。暖房

器具の売れ行き、修理は例年並み。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は、192台で前年比 12台増加、１年振りに前年を

上回った。累計(1～9月）1,274台（前年同月 1,542台）。 

・ 飲食業は、昆布採取時期でもあり各種イベントが催されたが、期待した賑わいには

届いていない。 

・ 静内地区では、大型牛丼チェーン店が新規開業した。 

・ えりも町に 11月初旬大手ホームセンターが開業を予定している。 



５ 

 

 

＊〔管内の倒産〕 

・ 9月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は0件(前年同月0件)。 

・ 9月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は1件(前年同月0件)負債額は7千万円。 

＊〔道内の倒産〕 

・ 9月の北海道の倒産件数は､28件。負債額41億6千万円。前年比では10件の減少

負債額で16億5千万円の減少となった。 

・ 4～9月期における倒産件数は227件、負債総額643億5千万円。前年同期比3件、

16億円の増加。東日本大震災関連の倒産は30件となった。 

＊〔全国の倒産〕 

・ 9月の全国の倒産件数は、1,001件。負債総額2,123億1千万円。前年比で101

件、1兆2,057億2千万円の減少となった。前年は、日本振興銀行㈱、㈱武富士

等の大型倒産が発生し負債額が膨らみ、反動が大きく表れた。 

＊〔雇用〕 

・ ９月の浦河地区の月間有効求人倍率（0.61倍）は、前年比で0.01ポイントの低下

ながら、前月比0.06ポイント改善となった。 

・ 全道の月間有効求人倍率(0.49倍)は、前年比0.06ポイント、前月比で0.04ポイン

トの改善となった。 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 

 9／ 4 第 31回 新潟２歳ステークス                （ＧⅢ） 

    モンストール号    (浦河町 村下農場 殿生産)   

 9／11 第 25回 セントウルステークス               （ＧⅡ） 

    エーシンヴァーゴウ号  (浦河町 栄進牧場 殿生産)   

 9／18 第 29回 関西テレビ放送賞ローズステークス         （ＧⅡ） 

    ホエールキャプチャ号  (新ひだか町 千代田牧場 殿生産)   

 9／25 第 57回産経賞オールカマ―                  (ＧⅡ) 

    アーネストリー号    (新冠町 ノースヒルズマネジメント 殿生産) 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成23年9月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 

人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 
前 月

比 

平 取 町 5,640 -20 -2 2,617 21 2 

日 高 町 13,722 -77 -19 6,643 11 -7 

新 冠 町 5,837 -1 6 2,655 48 0 

新 ひ だ か 町 25,340 -402 -58 12,260 -69 -25 

浦 河 町 13,974 -275 -35 6,980 -92 -20 

様 似 町 5,102 -151 -8 2,337 4 2 

え り も 町 5,380 -134 -7 2,177 -19 -6 

日高地区合計 74,995 -1,060 -123 35,669 -96 -54 

広 尾 町 8,002 -95 -17 3,531 23 -7 

大 樹 町 5,983 -69 -13 2,631 -3 -4 

日高･十勝地区合計 88,980 -1,224 -153 41,831 -76 -65 

札 幌 市 1,904,615 8,390 287 975,427 12,120 401 

江 別 市 121,705 -433 -20 53,923 405 52 

石 狩 市 60,717 -360 -14 26,540 171 27 

北 広 島 市 60,534 -89 -20 26,121 189 -10 

恵 庭 市 68,938 129 27 30,575 259 34 

千 歳 市 94,250 615 -140 44,977 630 -91 

石狩地区合計 2,310,759 8,252 120 1,157,563 13,774 413 

苫 小 牧 市 174,022 -47 -1 83,557 981 62 

厚 真 町 4,858 -54 4 2,046 -2 4 

む か わ 町 9,607 -116 0 4,494 11 2 

胆振地区合計 188,487 -217 3 90,097 990 68 

営業区域合計 2,588,226 6,811 -30 1,289,491 14,688 416 

 (資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成23年9月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 561 58,656 -2.09 15.21 4.08 5.20 

月間有効求職者数 921 119,774 0.11 0.94 -5.25 -2.89 

月間有効求人倍率 0.61 0.49 -0.01 0.06 0.06 0.04 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成23年9月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 11 -3 -5 

(新ひだか町～広尾町) 23/4～23/9 累計 85 7  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成23年9月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 7 1 7 サービス1 日高町1件 

うち新冠町～えりも町 0 0 - - 

北 海 道 28 416 -10 -165   

全   国 1,001 21,231 -101 -120,572   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 



 

７ 

 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成23年9月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

119,655 1.89 0.35 59,289 -4.70 0.69 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 23年9月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 430 10.26 -28.33 

交換金額 808 2.02 -3.23 

不渡り手形枚数 0 ― ― 

不渡り手形金額 0 ― ― 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
23年9月の 登 録 23／1月～23／9月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 24 -5 3 143 -51 

新ひだか町 81 -3 21 556 -132 

浦 河 町 50 10 18 321 -38 

様 似 町 18 4 6 141 -6 

え り も 町 19 6 9 113 -41 

合 計 192 12 57 1,274 -268 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  9月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 18.5 293.0 104.6 1.2 207.9 65.6 

広   尾 17.5 423.5 77.6 1.5 160.2 57.3 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成23年9月） 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    114,794 -     51,968 -   166,762 - 

新ひだか町三石 29,536 0.2 20,215 5.5 49,751 0.1 

浦 河 町 72,752 -1.5 32,097 0.9 104,849 -0.8 

様 似 町 29,123 -1.0 13,597 1.1 42,720 -1.0 

え り も 町 28,707 -6.2 12,400 -8.7 41,107 -7.0 

広 尾 町 39,008 -3.2 16,567 8.5 55,575 -0.0 

＊ 広尾町は23年8分                             (資料出所：各町) 
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日高振興局からのお知らせ 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林業、水産業、商工業

など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

 今回は、農業分野の取り組みについて紹介します。 

日高管内における和牛生産について（日高肉用牛振興対策協議会) 

 日高管内は、軽種馬の国内生産頭数の約80％を占める全国一の生産地帯ですが、軽種馬生産を巡る厳しい情勢を踏ま

え、強い馬づくりを推進する一方、軽種馬中心の経営から野菜・花き、特に肉用牛（黒毛和種）等を導入した複合化ま

たは経営転換により経営改善を図る例が増えています。 

北海道の黒毛和種飼養 

頭数量は、鹿児島県、宮 

崎県に続き、第3位を誇 

り、道内でも日高管内は 

上位を占めています。 

南北海道家畜市場にお 

ける日高管内の黒毛和種 

の取引状況は、平成15 

年には1,051百万円でし 

たが、平成21年には、 

1,849百万円と増加して 

います。 

このような状況の中、 

平成19～20年度に管内和 

牛生産改良組合（図２） 

をはじめとする地元関係 

機関を参集し、振興局独 

自事業により「日高和牛 

産地育成検討会（以下「検 

討会」）」を開催、飼養管 

技術や市場流通の課題の 

整理及び対応について検 

討しました。 

平成21年度からは、 

同検討会を生産者主体の 

組織（日高肉用牛振興対 

策協議会）に移行し、よ 

り産地に密着した活動を 

展開しています。 

～取組・成果～ 

 各年のテーマ（図３）を元に、検討会での研修や、

各和牛改良組合段階での勉強会等も盛んに行われて

おり、各組合の優秀なリーダーのもと、生産者の技

術向上を取り組んでいます。 

こうした背景もあり、特に繁殖技術については各

和牛改良組合ともきわめて高いレベルを維持してお

り、平成 22年度には社団法人全国和牛登録協会の認定改良組合表彰において、全国で 443ある認定和牛改良組合のう

ち 15組合が表彰された分娩間隔実績値の部で、日高管内から 3組合（新ひだか町静内、日高町、新冠町の各組合）が

表彰を受け、中でも新ひだか町静内和牛生産改良組合は全国第一位の成績で、平均分娩間隔は 378.11 日（全国平均分

娩間隔415.3日）を記録しました。 

～目指す姿～ 

 各戸の経営の基盤を強化することと併せて、飼養管理技術・生産流通体制・ブランド化・等の課題を整理したうえ、

いっそうの低コスト化・付加価値の向上・他産地との差別化を図り、町や改良組合といった小さな単位の殻を破るよう

な意識付けを行い、オール日高としてより積極的な経営展開を誘導することで、将来的に産地としての地位確立を目指

しています。 

年度 テ ー マ （図３） 

H19 管 内 に 共 通 し た 課 題 の 整 理 

H20 肥 育 購 買 者 が 求 め る 素 牛 生 産 

H21 強い子牛・手間のかからない子牛づくり 

H22 口 蹄 疫 後 の 和 牛 生 産 戦 略 

日 高 改 良 組 合 一 覧 （図２） 

平 取 町 和 牛 生 産 改 良 組 合 日 高 町 和 牛 生 産 改 良 組 合 

新 冠 町 和 牛 生 産 改 良 組 合 新ひだか町静内和牛生産改良組合 

み つ い し 和 牛 生 産 改 良 組 合 浦 河 町 和 牛 改 良 組 合 

えりも町黒毛和牛生産改良組合  

注：飼養頭数は２歳以上の繁殖雌牛 （肉畜調査：各年２月１日現在） 



 

９ 

 

 

※ 「東北地方太平洋沖地震」の義援金取扱中！ 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 3 月 15 日(火）～平成 24 年 3 月 30 日（金）まで 

◎ 寄 付 先 ： 日 本 赤 十 字 社 

◎ 手 数 料 ： 無 料 

◎ 受 領 書 ： 受領書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「創立90 周年記念住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利  最優遇金利 年1.80% (保証料は別途加算) 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 10 月 3 日(月）～平成 24 年 3 月 30 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。 

◎ 融 資 金 額 ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： １年以上３５年以内（資金使途及び建物の構造により期間が変更となります）。 

◎      種 類 ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ） 

  ②変動金利無担保扱い 

◎  返 済 方 法    ： 元金均等または元利均等返済方式。ご返済金額の 50％までボーナス併用返済可能。 

◎  保 証 人 ： ㈳しんきん保証基金及び全国保証㈱の保証を受けれる場合、原則保証人不要 

◎  融 資 対 象 者 ： 満２０歳以上で当金庫の条件に合致する方、保証会社の保証が得られる方。 

 

 

※ ひだかしんきん「創立90 周年記念教育ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.9％(保障料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 8 月 1 日(月）～平成 24 年 4 月 27 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 1年分の就学納付金、就学にかかる付帯費用、教育関連借入の借換え資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 最長10年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

   元金据置期間は卒業予定年月まで、かつ４年7ヶ月を限度とします。 

◎ 保 証 料 ： 保証会社の定めによる料率。保証料が別途かかります。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
 



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 
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